
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】 

窓ガラス越しのけいこ風景第１6回目（武道の広場と道場１を事務室窓ガラス越しに）～ 

東相内剣道少年部と剣心館少年部の二つの剣道少年団が３０分の

時間差で同じ北見市武道館「道場２」を会場に稽古が行われました。

先に稽古を開始した東相内剣道少年部は、後から稽古に入った剣心館

少年部の開始の正座黙想の間、行っていた稽古を一旦中断し、全員が

竹刀を納め、立位の姿勢で静観していました。窓ガラス越しに見守る

父母会の皆さんは、武道の礼節を尊重する剣道少年団の姿勢に静にうなずいていました。 

【柔道協会情報】 

北見市市民体育祭協賛 第４９回北見市少年少女柔道大会が開催されました！ 

１０月３日（土）１４：００北見市体育祭協賛第４９回北見市少

年少女柔道大会が北見市武道館道場１に於いて開催されました。

大会には幼児から小学生・中学生まで９４選手がエントリーし、

男女各階級に分かれて熱戦が繰りひろげられました。また、幼児

の部は、男女混合のトーナメント戦となり、女子選手の奮戦ぶり

に観客から大きな声援と拍手が送られていました。 

  大東流合気武道が初心者教室を開催しました！ 

１０月１１日（日）北見合気武道会の大東流合気武道初心者教室が開

催されました。合気武道の初心者教室は、今回初めての企画で、小学

生から社会人まで約４０名が参加、午前の部は剣と杖術を道場３で行

い、午後の部は基本稽古を道場１で行いました。参加した小学生は「合

気は難しいけど、技がうまくかかると楽しいです。」と難しい技の基

本動作に何度も取り組んでいました。 

連載「武道宝鑑」第５弾 柔道の本義と修行の目的  講道館師範 嘉納治五郎  
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